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論 文 内 容 の 要 旨
本論文はマラヤ各地の詳細な地質調査に基づき, マライ半島の地質発達史を総括したのである｡
第一部はマライ半島南端部 JohoreBahru 地域の地質鉱産に関するものである｡ この地域では, はん
れい岩や花樹岩などの火成岩が大部分をしめるが, その他 Jlurong層と呼ばれる凝灰岩, 貢岩, 砂岩より
なる地層がある｡ 最古の岩石はベルム～石炭紀のはんれい岩で, 凝灰岩を主とする下部三塁系の Jurong
層下部とともに地向斜期のものと申請者はみなした｡ 野外調査, 岩石学的性質, 絶対年代測定から花園岩
には三畳紀初期, ジュラ後期～古白亜紀, 新白亜紀～古第三期の3つの時期のものがあることを明らかに
し, 錫鉱床の形成は第 2 の花尚岩に関係ありと論じている｡
第二部はマライ西北 Baling地域の地質鉱産を論じたものである｡ この地域にはBaling層,Scmanggol
層および4種類の花尚岩が分布している｡ Baling層は泥質～石灰質の岩相を主体とし, 多くのものは変成
をうりて, 再結晶している｡ この中から等石その他の化石を発見, 古生代中期のシルル紀のものであるこ
とを明らかにした｡Semanggol層は硬砂岩, 頁岩よりなる flysch相で, チャートを含んでいる. 三畳紀
中 ･後期を示す Daonella や Halobia などの NectoIPlanktonicの二枚貝化石を数多くの地点で発見
し, 地向斜後期の堆積層であるとみなしている｡ Baling層との関係は不整合であり, この間大きな地質
時代の間隙があり, 両者間に造山期のあったことを示した｡ 花園岩には全 く異なった3つのものがあり,
それぞれ三畳紀, ジュラ紀, ジュラ? ～白亜紀の造LLJ時または後造山期の買入であるとみなしている｡ こ
の地域には北東一南西, 北西一南東の方向の対をなす断層が発達し, 何れも高角度で, 走行ずれを示すこ
とから, 南北の圧縮を伴う Wrenchfault (よじれ断層) の性格をもっている｡ しかし, 主断層のずれが
逆方向であることから, 断層形成後二次的に再動したと論じている｡
第三部は, Baling地域に隣接するBedong地域の地質, 鉱産に関するものである｡ この地域はBaling
地域とほぼ類似した地質構成をもっている｡ 従来三畳紀とみなされた地層中から, 多くの地点で筆石, ≡
葉虫その他の化石を発見し, シルル紀前親の Mahang層とみなされることを明らかにした｡ Mahang層
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はおもに珪質黒色頁岩よりなり, 炭素 ･珪酸 ･硫化鉄の含有量が多 く, 底棲動物を欠 くことから還元性の
堆積環境にあったことを論じている｡ 上部三塁系の Semanggol層は flyschで Mahang層とは断層関
係にある｡ 花園岩は2 種類あり三畳紀末～ジュラ紀とジュラ? ～白亜紀 ? と考えられる｡
支配的な断層は Wrenchfault で34マイルもの水平移動を生じている｡
第四部では第- - 第三部で述べられた結果と, マライ半島に関する最近の試料を総合的に検討して, マ
ライ半島の地質発達を次のように総括している｡
カンプリヤ紀の地層 は正珪岩一炭酸塩相でかなり安定した条件の堆積層であり, 第 1 静隠期または先地
向斜時代とみなされる｡
オルドビス紀からデボン紀にかけての地層は準地向斜の岩相へと変化し, 第 1地向斜時代とみなされる
が, 西側の地層は東側のものより還元状態の堆積相であり, flysch 相の東側の地層との問に地背斜の存
在が考えられる｡
石炭紀中 ･後期の地層は欠如し, 花園岩の買入があり, ここに第 1造山期がある｡ ベルム系は石灰岩相
が卓越し, かなり安定した陸だな性堆積相を示し, 第2静隠･/TtJ]とみなされる｡ 三畳紀には初期にはごく一
部に地向斜性堆積層があるが, 初期から中期にかけての地層は大部分欠如しており, 花樹岩の活動がある
ことから, 1種の造山期の存在が推定される｡ 三畳紀中 ･後期は地向斜性堆積物が発達するが, 浅海の二
枚貝を含む準地向斜と, Necto-planktonicの二枚貝を含み, 凝灰岩を伴う優地向斜の部分とが識別され








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
マライ半島は, 北はビルマ- 雲南山系を通って, ヒマラヤ山脈に続き, 南はバンカ ･ どリトンの諸島を
経てボルネオにつづ く｡ その南側にはスンダ列島からニューギニアに至る島弧がある｡ すなわちマライ半
島は世界第一級の槽曲地帯を連ねる重要な位置を占めている｡ それにもかかわらず, 総括的な研究はほと
んど行なわれていない｡
申請者は, まずマライ半島南端 JohoreBahru地域, 北西部の Bedong, Baling両地域の10年以上に
亘る詳細な野外調査と室内研究を行なった｡ その結果多くの地点で化石を発見し, シルル紀層や三畳紀層
の地質と分布を明らかにした｡ さらにそれぞれの地層の化石と岩相解析からシルル紀層は, おもに珪質黒
色頁岩よりなり, 炭素 ･珪酸 ･硫化鉄に富み, 底棲動物を欠如する還元性の堆積環境を示す Mahang層




三畳紀の Semanggol層にも二つの岩相を識別した｡ 一つは砂岩 ･貢岩の flysch性の地層で, チャー
トを伴い, Necto-planktonicの Daonella,Halobl'a などの二枚貝を多産し, 海底火山活動を伴う優地向
斜の地層であり, 他は砂岩に富み, Myol)horia などの浅海底棲二枚貝で特徴づけられる陸だな性準地向
斜堆積層のものである｡ シルル紀層との問の不整合関係と石炭紀後期の花尚岩の存在から三畳紀とシル ル
紀の問に造山運動があったと結論している｡
マライ半島に広大な分布をもっている花園岩については, その産状, 岩石学的特徴, 絶対年代測定結果
から, 異なった特徴と, 貫入時期とをもつ4つのグル- プに区別されることを明らにした. またマレ- シ
ャ北西部に発達する断層群を解析して, これが南北の圧縮に伴う Wrenchfault であること, これがさ
らに後の地殻変動により, 大きな水平ずれを生じていることを推定した｡
以上のような申請者自身の詳しい調査結果と, 他地域の最近の知識とを総合して, カンブリア紀の先地
向斜時代にはじまり, ジュラ紀以降の後造山時代に終り, その間に2 つの地向斜時代, 2 つの静隠期をは
さむマライ半島の地質発達史をまと吟たO
この総括は, 詳しい岩相解析に基づ く地体構造区分や古地理的な観点に立っており, かなりの説得力を
持っている｡ また, これまで一括されていた花樹岩を類別し, それぞれが各造山時代に対応して い るこ
と, マライ半島の地向斜はゴンドワナ大陸東縁の縁辺地向斜であること｡ マライ半島を縦断する大きな断




参考論文の第- , 第二編はマライ半島の沖積世および中生代の地殻変動に関するものであり, 第三編か
ら第六編はシル ルーデボン紀層および三畳紀層の岩相解析から当時の堆積環境を論じたもので, 主論文総
括の基礎をなすものである｡ 要するに本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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